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「第一回 松井源吾賞審査委員長として」

建築家 菊竹清訓
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ご指名に預かりました菊竹でございます。先輩がいらっしゃる中で、

たまたま松井先生と同じ大学でいろいろなご指導をいただいた立場から、

第 1回の審査員としてご指名をいただき、しかも審査委員長の役を仰せ

つかりまして、大変光栄に存 じている次第でございます。

私の大学で名前の一番最後に「吾」の付く方は村野藤吾先生と松井源

吾先生のお二人でございまして、お二人 とも大変なご活躍で、偉大な業

績を残されておられます。そんなことで何かお手伝いできることがあれ

ばと思い、大役をお引受けすることにしたわけでございます。審査報告

はもう『新建築』誌に詳 しく出ておりますので重複は避けたいと思いま

す。ここでは松井源吾賞の背景について一言、お話を申し上げて、私の

任を終わらせていただきたいと思います。

松井源吾賞は、明らかに構造家を称える賞であるということはもちろ

んのことでございます。 しかし、この背景には歴史的にいろいろなこと

がございまして、そもそも現代建築が出発 したときからパクス トンとか、

エッフェルというような構造的建築家が非常に大きな役割を果たしてき

たということは、つとにご承知の通りでございまして、今後一層そうい

う構造家の役割が大きくなっていくことが予想されているわけでござい

ます。

これまで一般に構造は意匠を裏から支える技術というように考えられ

てきておりましたけれども、 しかし、その逆転現象もかなり出てきてい

るのではないかと私は感 じておりまして、むしろ空間構成とか、外観を

決定する非常に重要な、主要な空間の論理がその背景にあると思われま

す。
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この機会に松井源吾賞が設けられましたことは、構造技術家にとって

素晴らしいことで心からお喜び申し上げる次第でございます.第 1回の

審査に当たりましては、作品は誌上に発表されたものを対象にし、それ

に公募作品を加えまして、その中から審査員の皆様方といろいろなこと

について議論 をいたしました。一体これは大家に差 し上げるようなそう

いう賞なのか、それとも新人の方に差し上げる賞なのか、というような

議論もございましたし、構造なのか、それとも建築の作品なのか、そこ

ら辺も議論が分かれて、いろんな点について検討がされたわけでござい

ます。松井先生か らは、何の注文もありませんで したが、いずれにいた

しましても、賞は最終的には構造が非常に大きな貢献をした、 しかもそ

の作品の質を決定する重要な役割 を果された構造家に差 し上げるのが適

当ではないかということになったわけでございます。

ただいまご報告になりましたような、川口衛先生、それか ら、佐々木

睦朗先生のお二人に差 し上げることに決定したわけでございます。

このお二人 を拝見いたしますと、もう皆様もお気付きの通 り、単なる

構造家ではないということは言うまでもございません。むしろ構造建築

家というような、何か新しい概念でその業績を称えるのがふさわしいの

ではないかと思われます。このことは英国のオブ・ アラップアンドパー

トナーズの構造家 と話をしたところ、大変共感 をしてくれまして、そう

いう時代にあるということで、共通の認識を得たわけでございますが、

いっしょに 「エンジエア・アーキテクト」というようなコンセプ トがふ

さわしいということで意見が一致 した次第でございます。

受賞のお祝いを皆様方とともにお喜び申し上げ、お二人の先生の素晴

らしい栄誉を称えたいと存じます。以上、私の挨拶といたします。
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二次会
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0
4 紙の建 築

茂

堺屋太一氏が理事長を勤める,財団法人ア

ジアクラプが「'89海 と島の博覧会。ひろし

ま」に出すパビリオンの設計案を依頼され

たとき,彼にはじめて紙管を主体構造に使

う構想を打ち明けた. 1級建築士の資格を

もつ彼は,一瞬考え,次のようにいった。

「世の中にないものを考えついたとき,そ

れは2通 りの場合しかない。ひとつは,考

えついた人が天才であるか, もうひとつは,

今までにそれを考えついた人はいたけれど,

突き詰めていくと何か問題があって実現せ

ず,今まで世の中になかった場合のどちら

かだ。少なくとも,君は天才ではないから,

紙管の構造には問題があるのではないか」.

それは,常に過去の歴史に判例を見つける

ことからアナリシスをはじめる堺屋氏らし

い助言であった。そこで,紙管を構造に使

うこと自体の問題を洗い出すだけでなく,

紙管とそれ以外の似た形状の材料 (塩 ビ管,

はじめて紙管を使ったのは, 5年前「アル

ヴァ・ アアルトの家具とガラス展」の会場

構成に,間仕切壁,天丼,展示台としてで

あつた。その後「'89海 と島の博覧会・ひろ

しま」のパビリオンは実現せず,初の “紙

の建築 (PTS=Paper Tube Structure)"

となったのは,「水琴窟の東屋 ('89世界デザ

―
 (「新建築」1991.6月 号)一

スパイラルダクト,丸太など)の それぞれ

の長所短所を比較するようにいわれた。

紙管は,さ まざまな太さと厚み,エ ンドレ

スな長さのものが製作でき,再生紙を使っ

ているので安価,ヴ ォリュームのわりに軽

量で施工性もよい。中空部分を構造的,設
備的に利用でき,断熱性もある。工業製品

ゆえに性能が安定していて,防水や不燃化

もできる.木のような温かな質感があり,

紙管は “進化した木"だ ともいえる。

松井源吾先生にはじめてお会いして,紙管

の強度実験をしていただけないかとお願い

に伺ったとき,先生はまず,「木の次が竹

で,今度は紙か」といわれた。葉祥栄さん

のことをいわれているんだなと思ったが,

ふたつ返事で引き受けて下さった。紙管の

強度は,使 う紙と接着剤の種類,紙 を巻く

角度と圧力によって異なる。

イン博覧会)」 (本 誌8909)で あった。紙管

は,フ ジモリ産業製で直径330mm,厚 さ15

皿,長 さ4m,圧縮31kg/cm2,引 張り71kg/

耐,曲 げ46kg/ぽのものを採用した.パラ

フィンで防水処理された48本の紙管をプレ

キャスト・ コンクリート・ベースに差し込

み円形に並べ,上端を木製コンプレッショ

坂
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ンリングによリー体化し,ス ポーク状に張

ったテンション材で軸を吊り上げテント屋

根を張った。博覧会閉会後, 6カ 月間外部

に晒された紙管を採集し,再度圧縮試験を

し,経年変化を調べた。すると,初期に圧

縮強度31.8kg/耐だったものが, 6カ 月後

41.7kg′/ぽ と,風雨に日西されていたにもか

かわらず,強度アップしていることがわか

った.こ れは,接着剤が乾燥し硬化したた

めと,紙 自体つまり木の分子は,適度に紫

外線が当たると分子同士が接近するために

起こったらしい。

「アルヴァ・アアル トの家具とガラス展」 写真 清水行雄

アジアゲストハウス計画 海と島の博覧会'89広島 (模型)写真 平井広行

■‐ ‐ ‐



山橋敬一郎小田原市長との出会いは,PTS
の開発に大きなチャンスをもたらしてくれ

た.市政50周 年のイベントに, これからの

小田原市発展の指標となるべくユニークな

ホールが欲しいと考えられ,折 りから世界

では森林伐採などの環境問題が深刻化し,

そういう観点からも再生紙を使った PTS

が,市長の興味を引いたのだろう。プログ

ラムは,完全空調された仮設の多目的ホー

ルで,予算 2億円余り,設計期間5カ 月,

施工期間 3カ 月半という非常に厳しいもの

であった。本来は,「水琴窟の東屋」のよう

に紙管を主体構造とし,建築基準法第38条

の認定を受けたかったが,十分な設計期間

がなかったため,そ れは断念した。最終的

には,屋根を鉄骨で支えたスペースフレー

ムとし,そ の下の内外壁はすべて直径53cm`

厚さ15Ш,長 さ8mの紙管305本 と,内部を

トイレブースに使う直径123cm,長 さ8m

2.紙の建築  19

の紙管18本 で空間を構成した。紙管と紙管

の間のジョイントは,直径 5 cmの 透明ビニ

ールホースを入れ,隙間が 3mに なるまで

8の字状に押し漬し密閉した。このジョイ

ントからは,ホ ールの中に光の帯が舞い込

む。会場への入口には,紙管 トラスのグー

トを設計した.紙管は,昭和丸筒製で直径

150Ш,厚 さ12.5血,圧縮88kg/cr,曲 げ145

セ/耐のものを採用した.

松井先生は,紙管を使ったさまざまなトラ

スとジョイントの可能性を考案して下さっ

たが,予算の問題と,紙管工場の既存の機

材では端部を垂直にしか切れないことから

最終案を決めた。今回は,紙管を圧縮材と

考え中空を利用し中に鉄筋を通して,プレ

ストレス形式とし,鉄筋ブレースを外に出

した。ジョイントには,ア ングルを短く切

ったものを2個溶接し立方体をつくった.

「ときめき小日原夢まつり」メイン会場

ホール外観         写真 平井広行

水琴窟の東屋

世界デザイン博覧会'89名古屋

写真 平井広行
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詩人の高橋睦郎さんに,書庫の設計を依頼

され,は じめは家具としての本棚のみを主

体構造にして建築を構成しようと考えた。

高橋さんは「本棚が建築で,建築が本棚と

いうのは面白い」, と気に入って下さった。

しかしその後,小田原の紙管トラスを発展

させてつくりたいと話すと,今度は「本も

紙でできてるんだから,書庫も紙でできて

てもいいかな」,と こじつけるように,ご 自

分を納得させて下さった。ただ,ひ とつの

条件が「その有名な構造の先生が半永久的

にもつといって下さったら」といわれたの

で,先生に伺うと,「 まあ,僕が生きている

うちは大丈夫だよ」といわれ,そ のまま高

橋さんに先生の年齢をいわずに話し,この

プロジェクトははじまった.

今回の トラスには,昭和丸筒製で直径100

血,厚さ12.5Ш,圧縮103kg/dの ものを採

用した。形式は,小田原と同じプレストレ

ス形式としたが,ジ ョィントは木製とし,

溶接など特殊な技術を使わず,誰にでも簡

単に組み立てられるシステムをつくり上げ

た。紙管は, これまで経年変化やクリープ

変形の実験もし,構造として使う問題は出

ていないが,今回は念のため紙管を室内に

入れ風雨に晒されないようにした. 4つの

「ときめき小田原夢まつり」

メイン会場東ゲー ト

写真 平井広行

本棚は初期案のように, トラスとは縁を切

り自立する構造体とした。

PTSは ,紙管の強度アップと恒久的に使う

開発が必要であるが,今 までの構造的進歩

のように,よ り強い構造体をつくったリア

クロバットをするためだけでなく,弱 い材

料を弱いなりに工夫し,そ れにあった形態

をつくり出していくことも重要なのではな

いだろうか.

詩人の書庫 写真 平井広行
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詩人の書庫

所在地 神奈川県逗子市桜山

主要用途 書庫

設計 坂茂建築設計

建築担当/坂茂 大草ひろみ

構造 松井源吾

協力/手塚升 伊東一夫

施エ

建築 門松工務店

担当/問松宏守 星野武士

面積

敷地面積 270.83耐

建築面積  35.79耐

延床面積  42.78耐

1階 35.79m2/2階  6.99耐

階数 地上 2階

寸法

最高高 5,000皿 軒高 4,358Ш

主なスパン 4,000皿 ×4,000皿

地域地区 第 1種住居専用地域

道路幅員 西2.lm

構造 紙管 トラス構造

2.紙の建築  21

杭・基礎 布基礎

設計期間 1990年 1月 ～1990年 6月

施工期間 1990年 9月 ～1991年 2月

外部仕上げ

屋根 カラー鉄板一文字葺き

外壁 下見板張り SOP
開口部 アルミサッシュ(三協アルミ)

内部仕上げ

床 ナラフローリング(2階 :畳 )

壁 一部PB② 12Ш EP
天丼 構造用合板② 9幽I EP 紙管

パラフィン処理(昭和丸筒)

撮影 本誌写真部

◎坂茂プロフィル

1957年 東 京 生 ま れ /
1978～80年 SCI― ARC/
1980～82年 クーパー・ ユ

ニ オ ン 建 築 学 部 /
1982～83年磯崎新ア トリ

エ/1984年 クーパー・ユ

ニオン卒業/1986年坂茂

建築設計設立



3。 家を建てるには

高橋睦郎

―
 (東京新聞 1991.8.5)一

裏庭 に 10坪ほ どの書庫 を建 てた。

天丼高 4メ ー トル 50セ ンチの長辺両側が本棚 ,総板張 りの奥半分ほ どに両側

か ら中央 に寄せてスチール製本棚 に把手 を付 けた ものが 7本ずつ,つ ごう 14本

入 り,床に掘 った溝 に乗 って両側 に引 き出せる。その上 は 4畳ほどの畳敷 きで ,

L字型 に机が回 りここで調べ ものが出来 る寸法である。 2階へは車 と車止 めの

付 いた箱段式階段 を使 い,こ れが本 を捜す踏台 を兼ねている。

柱 と梁はすべて紙

わが家の書庫の もうひ とつの特徴 は,柱 と梁がすべて紙であることだ。紙 と

いって も業界用語で紙管 といって中空の紙の筒, ぐる ぐる巻いた紙 と紙 のあい

だ には接着剤が塗付 されていて,こ れが時 とともに緊 まるので強いのだそ うだ。

なお,書庫の長辺両側 は天丼 までの本棚 じたいが壁で,普通の書庫 の ようにま

ず壁があって然 るのちその中に本棚 を入れ る とい う二重構造 にはな っていな

い。

設計者 は坂茂 (ばん。しげる)建築設計代表の坂茂 さん。坂 さん とはい まか ら 10

年 ばか り前,彼が まだアメ リカの建築美術大学 クーパー・ ユニオン在学 中,一

年契約社員 として磯崎新建築事務所 にいた頃知 り,そ の後私が「未来のアダム」

とい う芸際的展覧会 を企画 した時 に もメンバーのひ と りとして加 わ って もら

い,ま た 5年前逗子の古洋館 を買い とってか ら,1階書斎の増築 を頼 んだ。この

時の増築 は縁側のヴェランダに,不等辺三角形の 4畳 ほ どの空間を乗せ て もら

った もので,それ まで室内 と庭が遮断 されていたのが融合 し,施主 として も満

足 している。 これは庭 に張 り出 した 3角形の頂点 に柱がない ことに もよってい
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不正確 な思い込み

坂 さんに設計 を頼 んで よかった と思 うことは,そ れだけではない。世 間知 ら

ずの ご多分に洩れず,私 も建築家 に設計 を頼んで家 を建てることは何 か と高 く

つ くと漠然 と思 って来た。 ところが,坂 さん との付 き合 いの中で, これが まっ

た くの不正確 な思い込みであ り,高 くつ くどころかむ しろ安い とい うことを知

った。 よほど特別 な建築家ではない限 り,彼らの設計料 は建設省の告示 により

全施工費の何パーセ ン トとほぼ決 まっている。

金額 に倍以上開 き

な るほ ど工務店 に直接頼 めば設計料 は無料奉仕 な どというだろう。 ただ し,

奉仕 した分は素人 目にはわか らない材料費 に上乗せ されるのが しば しばだ。 し

か も,出来上が りに不備があって も何 とか言い くるめ られてしまうだ ろ う。 そ

の点,設計者が中に入 っていれば材料費 もこまか く検討 して くれ る し,出来上

が りにもいちいち目を光 らせて くれ る。いや,そ れ以前 に複数の工務店 に見積

もりを出させ,そ の中か ら良い工務店 を選び出して くれる。げんに私の書庫の

ばあい,最初見積 もりを出 した工務店 と最後に引 き受 けて くれた工務店 とでは

金額 に倍以上の開 きがあった。

家 を建 てるのは人生上の一大事である。私のばあいは増築だか ら半大事 ぐら

いだが,家を建 てるには建築家 に頼 むべ きだ, とあち こちで吹聴 してい るこの

頃だ。                            (詩 人 )

る 。
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拝啓

再び御無沙汰 してしまい申し訳あ りません。以前、渡米 したら頻繁に

お便 りを差 し上げたいと申し上げたところ、先生はそんなに暇になるの

かと仰 られて、はいそうなると思いますと苦笑いしながら答えたのを記

憶 しています。自宅から大学まで車で 15分、過酷な残業もなく確かに

楽になりました。 ところが、アメリカでの限られた貴重な時間、これ を

有効利用すべく余暇を含めて日々非常に忙 しく、音信がかくも遅 くなっ

てしまいました。

さて先ず何よりも、先生のお蔭でアメリカでの生活が極めて自由で快

適なものになっている事をご報告申し上げます。こちらの大学での指導

教授は韓国からきた人で、パークといいます。彼は確か昨年、私は修士

課程にはいって勉強するのが良かろうと言っていました。ところが今で

は、個室の研究室を与えられ、肩書は客員研究員、扱いはポス トドクタ

「
日
■′

頌
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-ま たはそれ以上 という身分。博士号のお蔭です。深 く御礼申し上げま

す。もし修士課程だったら、授業 を受けなければならないし、 レポー ト

もこなさなければならないし、この歳ではいささか辛かったように思い

ます。

アメリカでは自分で何もしなかったら、教授は何の面倒も見てくれな

いのが普通です。そこで、私は先ず初めに自分は字宙構造物のことは何

も分か らない、自分では何もできないから何とかしてくれと頭 を下げま

した。この分野では、解析というのは、所謂構造物の弾性振動に運動 シ

ミュ レーションと制御 を加えたものを意味します。パークは私 を構造デ

ザイナーと理解 して くれて、懇切丁寧に新 しい解析について指導 して く

れています。 8月 いっぱいまでに、下記のテーマについての勉強をし、

9月 から具体的な研究にとりかかるというのが、パークの考えたプログ

ラムです。

(1)数 値計算理論

(2)軌 道上の力学

(3)姿 勢制御

(4)振 動制御の基礎知識

(5) システム同定問題

これ らのテーマのために与えられたテキス ト用の論文は、それぞれの

分野に於ける最先端の知見が述べ られたもので、これ らを読みこなすの

は極めてハー ドです。正直言ってよく理解するのは不可能で、テクニカ

ルタームの概略言わんとするところを理解するにとどめているというの

が実情です。今回の渡米の話は、 自分が企画して、会社で同意 をもらっ

て、会社から大学に多額の寄付をさせて、他に頼る人もなく、責任は大

きいです。私の能力で どこまでやれるか少し不′安もありますが、やれる

だけやってみようと思 います。期間は、とりあえず 1年 と想定 していま

す。 1年 たったら継続 を企むつもりです。

さて、渡米 したのは 4月 1日 で したが、 4月 8日 に昨年私が文部省宇

宙科学研究所で実施 した研究成果 を米航空宇宙学会のシンポジウムで発

表せねばならず、その準備に4月 はじめは連日徹夜。おかげで時差への

適応が楽でした。 3月 中は原子力部での残務整理が忙 しく、発表用のO
HPはアメリカに来てか ら作成 しました。ロサンゼルスの清水建設事務
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所でワープロ打ち、コロラ ド大学でアパー ト捜 しの傍 ら切 り貼 りとゼロ

ックス。東海岸のボルチモアにあるシンポジウムの会場に来てから発表

用の原稿作成及び暗記。大学時代の卒業設計の忙 しさを思い出 しました。

でも、そのさなかのウイークエン ドには、 しっか リスキーに行 っていま

す。

先に余暇 を含めて忙 しいと申し上げましたが、実は余暇のほうが忙 し

いとも言えます。すぐ近 くに、前田さんがよだれをながしそうな日本で

も名の知れたスキー場があ り、 5月 いっぱいは、毎週スキーに行きまし

た。土曜 日も日曜日も。 5月 1日 には、家族も渡米 してきたので、家の

整理や らスキーやらで大忙 し。家内もスキーが好きなので、lLめ るもの

がありません。 5月 末は雪も少なく、標高 4000mの スキー場に行き、

家内は今度 は高山病で大忙 し。

ここボールダーという町は、コロラ ドの州都デンパーか らロッキー山

脈の方へ向かって車で 30分余 りの所にあ り、スケールを小 さくすれば、

日本では軽井沢か信州にあたると思います。ここでの生活は、例えば自

馬八方にあるベンシヨンに住まいを構え、信濃大町あた.り の町へ仕事や

勉強にでかけるといったような感 じ。それでいて巨大なスーパーマーケ

ットが何軒 もあり、酒屋は酒屋だけでそのスーパーマーケ ッ トのように

大きく、 とてもアメリカとは思えないお酒落な レス トランが沢山あ りま

す。日本食 を楽しむにも苦労はあ りません。 日本人は全く少数なのです

が、それでも、サンマの塩焼定食を$5。 25、 カツ丼は $4.75で
食べられるような日本人経営による寿司屋があ ります。とても美味で

100パ ーセント日本風。町の人口は 7万 5千、そのうち 3万 5千が学

生または大学関係者。コロラ ド大学にあるフットボール球場の客席数 5

万。シーズンにはそれが満席にな ります。コロラ ド大学は昨年の全米大

学チヤンピオンです。

町の背後の山々は北米大陸の分水嶺で、手前の川はミシシッピ川につ

ながり、山の向こうには、グラン ドキヤニオンを通って太平洋に注ぐコ

ロラ ド川があります。周囲の恵 まれた自然の美 しさはほとんど息をのむ

ほどです。スキーシーズンの終 ったいま、週末にはそうした山岳地帯ヘ

体重 16キ ロの坊主 (3才 )を背負ってハイキングに行っています。ま
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た、車で標高4200mの 山のてっぺんまで上がれるようなところもあ

ります。そこでも家内は高山病になりました。坊主は至って元気でした。

(今、丁度雷雨で、 2～ 3行上のところまで書いたところで、一瞬停

電になりました。すべての文章が消えてしまい、再び打ち直してここま

できています。)

夏の間の気候は極めて快適で、クーラーを使うこともほとんどありま

せん。記録によると年間で月別平均気温が最も高いのは 7月 なので、今

以上に気温が上がることは少ないと思います。すべてが快適で、帰国後

日本での生活に耐えられるかどうか、それが心配です。冬のことはまだ

わかりません。今年 1月 は最高気温が-10℃ 、最低気温が-40℃ と

いう日が何 日も続いて家から一歩も出られなかったそうです。

ここボールダーでは日本の様子は全くと言ってよいほど分 りません。

TVのニュースで雲仙の火山の話と信楽の列車事故、そして海部へのイ

ンタビユーがあっただけです。建築学会論文集のうち、著者に松井先生

の名前があるものだけ、送ってもらうように頼んでおいたのですが、先

日窓の配置の論文を拝見致しました。昔の論文の訂正記事は私には数少

ない日本のビックニュースのひとつになってしまいました。先生の笑顔

がまぶたに浮かびます。

とりとめもなく、雑然と近況報告を並べてしまいました。 8月 には、

ちょっと難しい山にチャレンジしようかと思います。ガイ ドつきだし、

ちゃんとしたハイキングコースになっているのでは心配ありません。も

ちろん特別な装備も不要。でも相当怖いらしい。標高は4350m。
暑い季節、くれぐれもお体にはお気を付け下さるようお願い申し上げ

ます。もしアメリカに来られる機会がありましたら、是非御一報くださ

い。アメリカ国内でしたらどこにでもお迎えにあがります。

敬  具

筍りぅにィ眸とノ



28

コロラド大学のキャンパス

背後に見えるのが Flatirons(ア イロン岩)と 呼ばれる山々。私の研究室のあ

るエンジニアリングセンターから撮影したもの。

私の研究室のあるエンジエアリングセンター

ボールダーの中で指折 りの高層ビル? ボールダーに高層ビルは 20階建て

くらいなのが四つしかない。ひょっとしたら, このエンジニアリングセンター

が第 5位かも。
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ポールダーの町の中心,真珠通り

パール・ストリートと言います。町に高層ビルはほとんどありません。人が

よく集まるのは,シ ョッピングセンターとこの界隈。おしゃれな店が沢山並ん

でいて,私はいつもこのあたりのレストランで昼食をとります。

ポールダー近くでのハイキング

ブルーレイクと, トール山。山の名前

がわが子に似ているのと,形が美しいの

で,私が最も気に入っている山のひとつ。

山の標高は3956m。 湖へは,自 宅 から

車で40分, さらに歩いて1時間半の距

離です。こんな近い所にハイキングの名

所が沢山あります。
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コロラドで一番美しい山,マルーン・ベル  5時間ほどドライブするとアスペン

という高級リゾート地があります。冬はスキーでも有名。アスペンの近くのこの

山は,コ ロラドで最も美しく,最 も登山が困難な山といわれています。

熱気球フェスティパル (ア スペンにて)

朝凪時が良いようで,夜明けとともにフェスティバルがはじまります。空中

に浮かべた小さな風船を,数多く割った人がチャンピオンになるようです。風

下にしか動けないものと思っていましたが,右へ左へと進路をコントロールで

きるのには驚きました。
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大陸分水嶺 (コ ンチネンタル・デバイ ド)

標高 4115mの 山によじ登つて,そ の頂上からの眺めです。山の右はミシシッ

ピ川へ,左はコロラド川へ注ぎます。写真の右下に見えるのは,氷河の一部で

ボールダーの水源になっています。山頂で用を足したときは左に向きました。

ノース・ アラバホ山頂にて

標高 4115m。 8月 でも小雪が舞ってい

ました。いつもボールダーの町から見え
ていて,一番沢山雪のついた山だつたの
で, どうしても登ってみたかった。初め

て岩登りを成 し遂げたので,満足でした。
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ポールダーのシンポル,アイロン岩

Flatironsと 言います。ボールダーの町の背後にある山で,大学キャンパスか

ら歩いて行けます。毎日これを眺めては,ゆ ったりした気分を味わっています。

町のそばに住む鹿

山のふもと一帯には,沢山の鹿が住んで

います。時折,ブロー ドウェイと呼ばれる

大通 りを越えて,大学の教室の窓の横に来

たりもします。

高山に住むマーモット

森林限界を越えて,標高 4000m位の高山

に行くと,子猫位の大きさのマーモ ットと,

日本ではおそらく北海道にしかいない鳴き

うさぎ (パ イカ)が沢山い ます。



5。 留学地紹介

State University of New York at Buffalo

株式会社間組 稲井栄一

私、1989年 10月 より2年 という約束で、ニユーヨーク州立大学バッフ

ァロー校土木工学科の客員研究員として、こちらに滞在 しております。

『縞』へ 「留学地紹介」を寄稿せよとのこと、以下簡単ではありますが、

バッファローの街のこと、こちらでの生活のこと、大学のことなど述べ

たいと思います。

バッフアローは、ニユーヨーク州の西端、五大湖の一つであるエリー

湖の東に位置 し、近郊を含めて人口70万 規模の市です。この街は観光地

ナイアガラの滝の玄関として知 られております。緯度が高 く、冬の気候

は雪が多く寒さも厳 しいものがあり、車の運転は要注意です。冬期の楽

しみは、極めて限定されており、スキー、モールでの映画、 ショッピン

グ、地元のプロフットボールチーム“Buffalo Bills"へ の熱狂的な応援

などです。他方、夏は緑に恵まれ涼しく過ごしやすく、皆 日没まで短い

夏を楽 しんでおります。また、秋における郊外の紅葉は言葉では言い表

わせない程すばらしいものです。街には、小さいながら日本料理店、

Oriental Food Shopも あり、食事にそれほど困ることはあ りません。ま

た、カナダの大都市 トロン トに車で2時間程度で行くことができ、 日本

の書籍なども手に入れることができます。

ニユーヨーク州の州立大学の一つであるUB(University at Buffa―

lo)の 土木工学科のあるキヤンパスは、バッフアロー市郊外にあり、広

大な敷地の中に各種の建物が点在 し、現在も建物が幾つか建設中です。

移動には、車あるいはスクールバスが必要です。UBは 日本ではそれほ

ど知 られていないと思われますが、最近、耐震工学の研究分野で業績 を

あげている大学です。本校には、NCEER(National Center for
Earthquake Engineering Research)の 本部が置かれ、大型振動台が設
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置されており、アメリカ東部の大学の耐震工学研究の中心になっていま

す。特に、制振構法、免振構法に関して、第一線で活躍する教授が多 く、

日本の建設会社との共同研究も行われております。教授、研究員、学生

の顔ぶれは、極めて国際色豊かであり、アメリカはもとより、中国本土、

台湾、韓国、イン ド、東欧、中近東、南米など出身は様々です。したが

って、私のことは棚に上げますが、大学内で、きれいな英語を聞くこと

が困難な有り様です。また、現在NCEERの 所長に、Prinston大学よ

り篠塚先生が招かれていることもあり、 日本からも研究員の方が数人来

ています。

研究体制は、大学であることからか、極めて個人主義的な色合いが強

く、皆、指導教授の下、各々の研究テーマに取 り組んでおります。若手

の研究員は、深夜まで仕事に励んでおります。学部の学生、大学院の学

生も勤勉で、授業での質問等、その積極的な態度には驚かされます。極

めて優秀な学生は、修士 。Ph.Dと も在籍年数にかかわ らず終了すること

が可能なシステムになっているからでしょう。

ここバッファローは、自然が多 く、治安も比較的良 く、勉学 。研究に

は、最適と言えると思います。ナイアガラ観光に来 られる方も多いと思

われますが、その際には、お立ち寄 り下さい。

エリー湖よリバッファローのダウンタウンを見る
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ナイアガラの瀧

土木科のキャンパス



―
    (1991.9.3)―

川島定雄先生 は,昭和 5年卒,教務補助 を経 て,昭和 11年助教授。

建築音響 と建築設計 を専攻 ,

「颯爽たる助教授」

であった。講義 は,工業数学 とエスキース,科学 と芸術である。

昭和 18年,工学博士 となられたが,当時,先生一番忙 しい時。アメ リカの音

響学会誌掲載 の論文の別刷数篇 に序文一枚書 き加 えて製本,こ れが学位論文。

題 して,「音響伝達損失 に関する若千の研究」。 こんなスマー トな学位論文,後

●11

川島定雄先生 1942 研究室にて

6。 追想 「川島研究室」

、ヽ

鞣
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にも先 にも見 た ことがない。

昭和 18:年工博 ,19年教授。

「川島研究室」は,喜久井町の理工学研究所内にあった。「音響,振動研究室」

と「土質研究室」の二つがあった。

「音響」の方 は,潜水艦探知の研究で,戦時中 とい うのに増築,最新 の電気

の測定器具が いっぱい,研究員 も多勢だった。永 田 さん,佐藤 さん,長野 さん

な ど年配の研究員,動員学生,ア ルバイ ト学生な ど。

長野隆業 さんは彫刻家である。 戦後 は彫刻家 として活躍。数年前,「造形ヘ

の数学」 とい う本 を書かれた。等角写像な どが出ていて楽 しい本で あった。や

は り芸術 と科学,川研向きだった。

アルバイ ト学生の中に,外村和夫君がいた。 その頃 は電気だ った と思 うが ,

戦後,建築 に変 り,昭和 25年専門部工科卒,今,北海道で活躍 している。

竹内盛雄先生 は,昭和 18年 7月 ,南方戦線か ら帰国 され研究室へ。先生の学

位論文 も振動であった。

敵の潜水艦 を探知するには,ま ず 自己の振動源の防振が必要。 ゴムで防振 ,

ゴムの疲労試験 を一年下の鈴木晃君が精力的に行 っていた。鈴木君 は卒業 して

三菱地所 に勤務。やは り鈴木君 と同級の村上博智君,川研 に入 りたい という,

優等生だ とい うので,先生が口頭試間,簡単な問題 の答 を間違 えた,そ れで入

門許可 となったが,す ぐ出征 した。後 に,土木科教授,理工学部長。

私 と同級の安東勝男君 も,当時,設備 をやるつ もりでいたので,潜水艦内の

換気の研究 をや っていた。微分方程式の相談 をうけた。

川島先生 は,いつ も建築科全般 を見渡 してお られた。二年上の,教務補助 に

なるとす ぐ出征 された,瀬谷勇 さん (瀬谷辟 さんの兄 さん,瀬谷均 さんの伯父

さん)に は,座屈 をやって もらうつ もりだ といってお られた。戦死 された。

もう一つの研究室,「土質」の方は,後藤正司先生がお られた。後 に,土木科

教授,土質力学会長。昨年,先生喜寿,「夢のあ とに」 という画集 を出された。

やは り,科学 と芸術。
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後藤先生の隣が,私の席。先生 は土質試験器で高級 な実験,私はそのそばで

砂の山を作 って息角の実験。ある時,海軍のえらい人が実験室 を見 に来 られた。

「音響」の方が主なのだが,つ いでに「土質」の方へ も。私の実験,何の役 に立

つのか,川 島先生,今度の戦争には間に合わない, と。

川島先生は,ゼ ミを奨励 された。弾性論のゼ ミ,私が一年の時,瀬谷勇 さん

のすすめで出席。理工研 の会議室,指導は竹内,後藤両先生,お二人 まだ大学

院生であった。川島先生,時々お菓子 を差入れ して くれた。 このゼ ミ,両先生

相ついで応召で半年位 でヤメになった。

私の弾性論入門, この時で,い まだに弾性論である。両先生 と,瀬谷 さんに

感謝 している。瀬谷 さんの弟 と甥の,学位論文の主査 をした,少 しは恩返 しに

なったか と思 っている。

その後,振動のゼ ミが行われた。 これには川島先生 ,時々出席 されたようで

ある。ある時,鈴木鐸二 とい うのは優秀だ と,話 された ことを憶 えている。小

堀鐸二君の旧姓 は鈴木であった。区別のために,晃君 の方 をアキチャン,鐸二

君の方 をタクチ ャンと呼 んだ ものである。小堀君,京大教授,鹿島副社長,制

震で大活躍,川島先生,人を見 る目は確 かであった。

川島先生の弟子 は建築科だけではない。機械科の当時助教授だった,難波正

人,関敏郎先生 も,川島研 に協力 された。難波先生 は後 に理工学部長,理工学

部が大久保 に移転 の時の部長で,名部長 といわれた。 関先生 とは,川島研の宿

直 (空襲がはげし くな ってか ら)でよ く一緒 した。映 画雑誌のシナ リオだけを

集 めた,松井文庫 を最 も愛読 していただいた。御退職後,御夫婦での南極旅行

で飛行機 で遭難 された。

ある時,川島先生 に,ヘルツセオ リーを知 っているか と聞かれた。飛行機 か

らの魚雷 ,海面で爆発 す るので,ゴムをはる,そ れ に必要 と,い うことである。

弾性論で,接触の理論 にヘルツとい う人の名前が出ていた ことを思い出 した。

早速 ,そ の部分のメモを先生 に渡 したが,海面をどうあつかったのかは知 らな

い。
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川島先生の帽子は黒の ソフ ト,上の所 を中折れにするのでな く,円形 に凹み

を作 る,つ まり円筒形 にしてかぶってお られた。ある時,君にあげ る, と。私

も先生 と同 じ形 にしてかぶ った。母が,頭を もらった と喜んだ。

20年 5月 25日 の空襲で,研究室は全焼。

伊豆の大仁 に疎開,宿舎 は修善寺。8月 15日 のラジオは大仁 で聞 いた。

その 1カ 月後だ と思 うが,先生のお宅 に集合,床の間に「夢」 と大書 した軸

がかけられていた。

その年の 10月 30日 ,川島先生 は急逝 された。38歳の若 さである。

川島研究室遠足会 19“ .10.21 深大寺

写真は二枚 とも,先生の御長男,川島民親氏か らで,永田 さんが撮 った とい

うことである。



′フ
′ 風車南極 に建つ

平成 3年 5月

松井 源吾 先生

腑 関電工

技術開発総室研究開発部

高永 敏行

拝啓、新緑したたる候ますますご健勝のこととおよるこび申しあげま

す。

さて、先日先生より貴重な著作書をいただき誠にありがとうございま

した。楽しく拝見いたしました、書中、南極の風車の基礎についての話

が紹介され当方研究関係者は鼻高だかにして、社内の者に回覧していま

す。

||■■|.
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この南極の風車に関して、先日、南極あすか基地の石沢さんより写真

が届きましたので同封いたします。風車は 1月 14日 に据付が完了し、

4月 末日現在まで、最大瞬間風速 35m/sを 記録し順調に発電してい

る電話連絡もありました。基礎についても、沈下等ないそうです。これ

も研究に携われた先生らのお陰と感謝致しています。

このたびのご厚情に対し、書中をもって御礼申しあげます。

敬具

r、 フ
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私の誕生 日の祝 いに,韓国か ら宋皓山君,台湾か ら楊振亮君が来て くれた。

それぞれ,私の本の訳書 を持参。

韓国の もの は,私の「中空 スラブの設計」(1974,彰国社)の訳書である。宋君

は,前か ら, この本 を知 っていた との事であるが,著者名が無 いので,私の著

とは知 らなか った由。私の研究室 に来て,は じめて知 った とい うことである。

二つの本屋 か ら出ているが,内容 は同 じだ とい うことだか ら,同 じ訳者なので

あろう。ノヽ ングル文字なので,さ っぱ りわか らない。

台湾の もの は,私の「スラブのはなし」(1989,建築技術社)の 訳書である。 こ

の方は,私の著であることを記 してお り,著者略歴 もあ り,生於 日本佐渡 は愉

快である。

要するに漢文であるか ら,あ る程度はわか る。

本の題名 の「棲版」はスラブ,「結構」は構造の ことらしい。

吾々学生 の頃 は,鉄筋混凝土 と書いた ものであるが,「鋼筋混凝土」となって

いる。

そのほか ,

真野町役場 は,「真野鎮公所」

プ リンスホテルは,「王子旅館」

ピラ ミッ ドは,「金字塔」

プレス トレスは「預力」

ワッフルスラブは,「格子棲版」
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リフ トスラブは,「懸吊工法模版」

等,一日楽 しんだ。

付録の所の「辻二郎博士」は「従館二郎博士」 とな っている。「辻」 とい う字

は国字であって,漢字 ではない。「従館」で「ツジ」 とよむのであ ろうか。

これ らの本 の出版 ,私 も日本 の本 屋 も知 らないので あ る。所謂 ,海賊版 で あ

る。

しか し,腹立 た しい とい うよ り,誇 らしい気分 だ。

中空舎 嘲ユ 鋼 設計

嘔 モ
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1.3.6 ホテル東光園 (設計 :菊竹清訓建築設計事務所)

写真 1.8の 東光国の 5・ 6階は, 上の大梁からつられている床である。図1.22に示すように,

10.8mのスパンの 厚さ30 cmの中空スラブ (図 1.23)と し, これを H鋼の梁で受け, この梁を

4m置 きに上の梁よりつっている。この H鋼の梁は,成 20cmで あるからスラブ厚の中にはいっ

てしまい,全 体が 1枚の板となる。 つり材は PC鋼棒で, 1個所に 2本ずつ用いている。PC鋼棒

は強いので細くてよいが,ヤ ング率は普通鋼よりかえって小さい。サポートをはずしたときかなり

の延びが出ることになるが,H鋼の梁は柱に固定されているので,ス ラプが割れるおそれがある。

サポートをしたまま固定荷重によって起きる延びの分だけ,R〕 鋼棒を下から締めて短 くしておく

方法をとった。これによって, サポートをとっても床が下がることはない。なお この H鏑の床梁

は柱に固定されているから,つ り床といってもぶらぶらしているわけではない。地震時にも一体に

動くものとして設計している。

図 1.22 5,6階伏せ図 (○印 :PC鋼棒駐置)

16φ

「
L

φ-300o.c

中央 S■ 9φ -300o.c S■ 9`-300o c 両燿

写真 1.8 ホテル東光口 図 1選 床 配 筋

l.3.7 浅川テラスハウス (設計 :菊竹清訓建築設計事務所)

中空スラブは通常 30 cm以上の厚いスラブであり,こ れを垂直荷重時だけに働かすのはもったい

ない。壁を厚くして,壁が柱,中空スラブが梁となったラーメンで,地震時にも効かすことが考え

られる。このアパー トはその例である (図 1.24)。 この場合,壁にもポイ ドを入れることは有利で

ない。スラプの場合は自重がそのままスラプの曲げに影響するが,壁の自重はそのまま影響するの

は基礎だけで,地震時には自重のλ=0.2倍 しか影響しない。 中空管よりその同じ体積のコンクリ

ートの方がはるかに安いのである。

1概   説  11
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写真 1.3 柏第6小学校

1.3.3 東邦大学自然科学教空棟階段教窒
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固解建築工程系列

「 EEヨ1    _  _

厚模版結構入門
床構造入門

佳征國 講 松丼源吾 著

讐氏書局
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3
フラットスラブ

倉庫や車庫は積載荷重が大きい,ス ラブ厚が大となる。

この厚いスラブで梁を兼ねさせようというのが, フラットスラブで,無梁板と

もいう。このようにわれわれが学生のとき習ったものである。

たしかに,以前は倉庫や車庫にだけ使われてきた。 しか し,十数年前から,一

般の建物にも使われだした。一番多いのはスーパーマーケットである。

スーパーマーケットの建物の特徴は,外側がほとんと壁で, まるで箱である。

また,そ れほど高い建物でもない。地震時の横力を, この外壁の箱で十分持たす

ことができる。

フラットスラブのスラブは平たい梁として,柱とともにラーメンを形成するが ,

剛性はたいへん小さい。柱が太くても梁の剛性が小さいと,ラ ーメンの変形は大

きいのである。スラブが厚いといっても,通常の梁に比べれば剛性は小さい。そ

れで, フラットスラブ部分は剛性が小さいのである。

さいわい,床が厚いため,建物が一体として働くので,地震時の横力は,全部

外壁の箱が持つことになり,た いへん経済的である。すなわちフラットスラブ構

造のスラブは垂直荷重だけで設計すればよいのである。 したがって,地中梁も不

要である。

フラットスラプの柱間隔は,両方向同 じか,ほとんど同じにするのがよい。一

方向を小さく他方向を大きくするのは不利である。

通常,柱間隔は 8～ 10mで,ス ラブ厚は 20～ 30 cmで ある。梁がないから,柱

だけだと板をつきぬけることになるので,柱頭に支板を作り, この部分だけ厚 く
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3
李版式櫻版

倉庫以及車庫的固定載重量大 ,於是模版的厚度也大 。

利用這種厚度的棲版兼具探的作用 ,就是平版式棲版 ,也構作無探

版 。這是我 個在學生時代就曽鯉學習過的 。

這種棲版 ,的確以前只用在倉庫典車庫之中 ,然而従十幾年前開始

使用在一般的建築物之中 ,其中最常用的就是超級市場 。

超級市場之建築物的特徴方面 ,外側幾乎都是贈壁 ,就好像是食子

,同 時也非高的建築物 。封於地震時的横力 ,此一外措的食子就能充分

支持 。

格平版式棲版的棲版営作扁探 ,典柱子一起形成枢架 ,然而鋼性谷p

イ艮小 。即使柱子粗 ,但因探的剛性小 ,於是桓架的彎形大 。縦然棲版的

厚度大 ,但是比起一般的探剛性働然偏低 ,因此平版式棲版部分的剛性

就低 。

然而 ,因為棲版厚 ,建築物形成一證而作用 ,於是地震時的横力全

部都會博到外贈的食子之中 ,顧得相営経済 。亦即平版式棲版結構的棲

版只要設計得能狗承受垂宜載重即可 ,因此不需要地楔 。

平版式棲版的柱子間隔 ,通常是両方向相同或幾乎相同オ合理想 ,

減少一個方向或加大男一個方向都不利 。

通常柱子的間隔是8～ 10m,棲版的厚度20～30cm o因 為没有探 ,

形成了只是由柱子貫穿棲版的状態 ,於是就在柱頭製作支版 ,只将該部
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原 書

「

●
中空スラブ

薄鉄板製の中空管を埋め込んで作る,現場打ち鉄筋コンクリー トスラブである。

筆者が, これをはじめて実施 してから20年余りになる。小梁なしで長スパンがか

けられるということでほうぼうで使われるようになり,数年前に聞いたところで

は1万件以上の建物に用いられているとのことであった。

5。 1 -方向中空スラブ

通常の中空スラブは孔の方向に荷重が伝達される。すなわち,図 5-1のよう

に孔の断面を除いた形は I型梁である。 1型は,曲げに対して必要度の低い中央

部断面が小さい有利な形状である。 I型梁の連続 している中空スラブは有利なス

ラブである。

図 5-1 中空スラブは 1型断面梁の集まりである



52

訳 書

「

●
中空櫻版

這是埋設薄鐵版製的中空管建造而成的現場涜畳鋼筋混凝土槙版 。

自従作者首次採用這種方法以来己経過了廿餘年 。以不設置小探的状態

就能狗横跨長跨距 ′於是廣為採用 ,根擦幾年前的聴聞 ,這種棲版己経

被用在一萬件以上的建築之中。

5.1 単向中空棲版

一般的中空棲版是浩著孔的方向博逓載重 ,亦即如同国5-1所示 ,

去悼洞孔剖面的形状就是工字楔 。工字探是封於電力必要度低且中央部

剖面小的有利形状 ,於是由工字探連績的中空棲版就是有利的模版 。

日5-1 中空機版式工字型剖面探的集合
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―
    (1991.8.31)一

この 8月 ,東京工芸大の田村幸雄君,台湾の耐風設計改正のため招待 され ,

台湾へ 出張 された。

その折 ,台湾の建築学会会誌 91年 7月 号 に,私の本 の海賊版の書評が載 って

いるの を見つけて, コピーをとどけて くれた。

ここに,それを載せ る。

書評 中,付録の光弾性の説明が長 い,学会誌の故であろうか。

回解 建 築工程系列
―

国 解 棲 版 結 構 入 門

原著 :松井源吾

講者 :獲征國

出版 :層氏書局/人十年四月

本書乃属針封鋼筋混凝土之各種模版的特徴興尺 ■

等進行責例的説明 。書中不使用計算式 ,因此在結構育|

算時 '須参考共他的書本 。

本書内容充貨 分ヽ析深人甕出 '綺 1,ヒ 狗使讀者開拓

有開換版方面知識的視野 。

本書原作者馬日本早稲田大學教授 ,多年漕心研究

光弾性理論興応用 '書中於「 中空捜版 」的説明之中採

用了「 光那性 」興「 MOIRE法 」,附録中男附加簡要

的説明 。

光弾性 :於引起応力的透明的弾性胆之内照射偏光

時 ,就 會随著応力出現像紋 '遺就是光椰性 。螢現道種

光弾性的是 1816年的破璃 ,後来使用硝燎象牙 '並且

於 1910年応用於工業方面 。自従館二郎博士於 1926年

使用合成樹脂的 Phenohe以 来 '更廣乏地被費用化 。

Pheno‖ te封於相同的応力會呈現敷倍的條紋 '能 鉤獲

得正確的結果 。後来長時期使用環颯樹脂 '最近則使用

合成樹脂的 DAP板 。

模型必須是透明的材料 ,弾性饉只興:慮力的形状以

及載重相開 '而無闘於材料本身 。因此 '即使是混凝土

以及鋼的結構骰 ,t的 模型只要採用其他的透明材料製

作並且求出応力即可 。

MOIRE法 :「 中空棲版 」之中 ,蔦 了調整剪応力

分作所作的膜責験 ,係利用 MOIRE法計算膜的等高

線 。

0内容要目

1-普通模版

四邊固定模版/懸臀模版/折版屋頂

2-模梯

懸臀模梯/版様棲梯/桁架模梯

3-平板式捜版

4-格子模版

5-中 空棲版

軍向中空横版/雙 向中空棲版/欄回孔中空棲版/
折版中空棲版

6-欄柵模版

7-頂拉力機版

8-懸吊工法捜版

9-抗震模版

10-鋼板模版

11-ALC捜版

12-既有捜版的補張
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―
    (1991.8)一

光弾性学会副会長の國尾武先生 (関東学院大学教授,機械工学)よ り,1992

毎二6月 , Las Vegasに おける,

sOciety Of Experin■ entalヽ4echanics 6D ttW緊 鏑 ||こ ま,い
‐
て,

Keynoto Speach

をや るように との話があった。私の著 「見 える力学」 をご覧になっての ことで

ある。

最終講義の時のスライ ドを補充 して「見せ る」講義 にしようと思 っている。

Keynote Speachは 字弓|を引 くと,基1調演説 とある。光栄であるが ,夕記が垂重

い。

和文 と英文の概要を提 出せ よとの事 で,次の文章 を送 った。 この文,両方 と

も,ナ ジ・ ヤノシ君の作で ある。

葉彗多饉本尋毒贅彗言覺言+0こ オ5ι ナ メら ネ見`多宅白勺ラ曼
=見

光弾性やモアレ法は,力学的現象を視覚的に示す便利な方法であり、筆者は建築の構造

部門以外の人達との交渉の手段として、これらの方法を使っている。

建築歴史の人達に対しては古い構造物の力学的性質を光弾性で示し、建築デザイナーに

対しては光弾性とモアレ法で構造設計を説明している。

ギザのクフ王のピラミッドに王の間があり、その上に短い柱と梁が何層も設けられてい

て「重力拡散の部屋」といわれる。光弾性実験の結果、応力緩和の効果のないこと、その

梁の亀裂から片側に空洞があるらしいことなど力■llっ た。
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各種の形状のアーチの応力を調べた。ラウンドアーチでは頂部に引張り応力が起るが、

ポインテッドアーチでは起きないので後者の方が優れていることを指摘した。

「東野高校」の多目的ホール体育館の木架構の場合も光弾性によってその応力を求めた。

「真野町役場」の架構では、窓にかこまれる部分が地震時のせん断応力が非常に大きく、

デザイナーに窓を小さくするように変更させた。

等分布荷重をうける直交大梁小梁群の「場」にて大梁のみが荷重を伝達するものとする

と、大梁の線は二次元流体の流れの線に、小梁はポテンシャル線に対応する。また膜のた

わみは二次元流体に相似であるから、膜のたわみから梁伏が決定出来る。その類似のもと

で様々な境界形を調べ、曲線梁の実際の設計に利用した。

板では両方向の曲げが生ずるが、その和は等分布荷重をうける膜のたわみと相似である

ことを利用し、フラットフラプの種々の形及び柱配置を論じ、幾つかの傾向を確認した。

更に直交異方性に対しても形状を変化させることにより、膜実験が可能な例として木柱

の捩りについて考案した。

A VISUAL APPROACH TO THE STRUCTURAL DESICN IN ARCHITECTURE
(Abstract)

The photoelastic and the l,toire-type methods are very usefuLto the visualization of phenomena in statics and mechanics, rneAuthor often chooses such methods to exprain certain structuraraspects to those who are not experts of structural engineering:e.9., the statics of historical architecture to sch-olars, oractual design problems to architects.

A photoelastic experiment on the model of the pharaoh's
chamber _(che.ops pyramid) reveals that the widery aniicipatedstress distributive effect of the rnurti-bearn cons€ruction abovethe chamber is not significant. On the other hand, the actual
beam cracks found by. the surveyors is explained by setting up anew theory on the existence of another rarge chamber not known sofar.

A comparative series of photoerastic experiments on various-ry shaped arches denonstrate the superiority of statics of thepointed arch to the round arch. The tensire =tre=""s occurring atthe crown of arches are compared for various shapes, materialsand arrangements.
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Wooden trusses and frames of various irregular shapes (High
school of Higashino) are investigated and designed based on
photoelastic exPeriments.

In the case of a nunicipal haII (city of Mano), it is shown
how the architect was persuaded to change partLy his concept of
design through a photoelastic visualization of some extra high
streJses thaC could have occurred under seisrnic load condition.

In curved beam grid systems following the shape of some
orthogonal trajectories and subject to uniform load, the primary,
and slcondary beams are easily brought into analogy with the
stream Iines, and potential lines of hydrodynamics' The analogy
is further extended to uniformly stressed membranes, in which
case the contour lines correspond to the potential' Iines and
consequently also to the trajectory of secondary beams. Based on
this idea, various boundary shapes are investigated (through
membrane experirnents, using the Moire effect) and several design
applications out of these are introduced-

Plates subject to bending and shear are investigated through
membrane experiments using the analogy that exj-sts between the
deflection of a menbrane and the sum of bending mornents of a

pIate. Regular polygona] and etliptical shapes are dealt with,
lnd sone practical conclusions are given.

Finally, it is shown hov, the membrane analogy can be extend-
ed to the t6rsion of bars of orthotropic materials when the ratio
of rigidities assumes particular values Applications for wooden
columns are presented.



10。 勲 章

―
    (91.8.26)―

この夏,大学の教務部 より叙勲申請 について,諾 。否 を問 うて来た。

*    *    *

佐渡のわが家は,毎年夏に虫干 しをする。座敷 をあ けっぱな して,蔵の衣類

をぶ ら下 げる。子供 の頃の或 る年,祖母が,こ んな ものがあった といって,祖
父の勲章 を見せて くれた。大変 きれいだ と思 った。祖 父の墓碑 によれば

少壮立志。赴北海道寿都。営商業。

日夜奮励。遂興家産焉。

君平生場心公共事業。最有衆望。

明治 35年為寿都町長。同 37年為北海道選出

衆議院議員。

同 39年以戦時議員之功労叙勲四等賜 旭 日小

綬章。

とある。実業家で,呉服,味暗醤油,海上運送,等々 ,い ろんなことをや った

らしい。

町長 も衆議員議員 も一期だけで,衆望に答 えただ けで,実業が本職 である。

ちょうど日露戦争の時の議員 ということで勲四等なのである。

父 は,村会議員,県会議員 とずっと地方議員 を 30年余 り勤めた。その功労 に

よって,やは り勲四等 をもらった。本職 は味噌醤油醸造業 であった。

*     *     *

随分前の ことであるが,坪井善勝先生が勲二等 を受 け られて,そ のお祝 いの

会が あった。

その話 をすると,安東勝男君が,俺は勲何等だろうか と,お前 とか俺 は,お
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1978年 叙勲

坪井善勝先生

国の ためにつ くして ないか ら勲章 は もらえない ょ, とい う と,な るほ ど と,な

っ と くした。彼 は,私 の方が俗事 に通 じてい る と思 って いた ようで ある。

安 東君の葬儀委 員長 は私で あ った。勲二等 なので あ る。 悪 い こ とい った な と

後悔 してい る。

*     *     *

大学 へ は,叙勲 申請 は否 と回答 した。

緩 ■

■

・
＝‐■む

摯呼亀
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理工学部新棟起工式

(1991.3.19)
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松井賞打合せ

(91.4.8 オークラ)
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木村正人君

結婚披露宴

(91.4.13

アルカディア市ケ谷)

‐
躙 :幸

ニュージーラン ド
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再春館女子寮

01.4.23)
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熊本市営新地団地

(91.4.23)

鑽
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吉田卓生君結婚披露宴

(91.5.11

センチュリーハイアット)
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垂井君結婚披露宴

(91.5.18 九段会館)
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自宅前の宋夫妻 (91.5.22)

膜構造研究の打合せ

(91.6.1 オークラ)
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30年ぶりに 安田与佐さんと

(91.6.8 新宿柿伝)

光弾性学会 (91.6.20

関西学院大学

千刈セミナーハウス)
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佐々木氏松井賞受賞祝パーティー

ニ次会の松井研と松岡研  (91.6.27 六本木)

木島安史氏の

「村野藤吾賞」受賞の宴

(91.7.2

東京湾一周の船上)
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ラーツ氏歓迎会

(91.7.6 香港園)

フラツトスラプの現場 (91.7.9 永山駅北口)
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ラーツ氏送別会

(91.7.20 六本木)

爾
・・・憮
⑮

プラジル,ジ ョージ君の

長男コージ君来日

(91.7.26

東京グランドホテル)

田中聡君送別会

(91.8.13 野田岩)
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孵
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12。  雑  談

*     *     *

紀伊 国屋書店の田辺茂一氏,水谷八重子 に求婚,銀座不二家で見合,新宿 ま

でのタクシーの中,一言 も口を利かなか った,縁談実 を結 ばず。紀伊国屋 ビル

落成の時,八重子が踊 った,田辺氏天 に も昇 る心持だ った。

(「 オール讀物」91.8,戸板康二 )よ り

*     *     *

映画 の プ ロデ ューサー藤本 真澄氏,生涯独 身だ った,原節子 とい う永遠 の ロ

クサーヌが いたためだ とい うふ うに伝 え られ ていた。葬儀 の時,原 さんが会葬

す るの で はないか とカメラマ ンが待 って いた らしいが,結局姿 は見 えなか った。

(「 オール讀物 」 91.9,戸板康二 )よ り

*     *     *

(「 芸術新潮」91.9)よ り

この号 は , 1950´ ンヽ1970 年 の同誌の回顧 で あ る。

1968:生F6月 ‐号

「たんぼの中に忽然と現れた異形の建築物,黒川紀章設計による山形ハワイ ド

リームランドの光景である。黒川は 《首都で仕事をするようになったらもはや

前衛的な建築家とはいえない。》と豪語。」 という文と建物の写真が載っている。

この建物,私の構造設計で,中空スラブの吊り床である。建って数年たって,

私が訪ねた時は,経営者が変って,動物園 と水族館になっていて,そ の数年後 ,

こわされて, もとのたんぼになった。
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1951`臼F8月 ‐
号

尺八の福田蘭堂の文 によれば,彼は明治の天才画家,若 くして亡 くな った青

木繁の子供だ とい うことである。青木繁 は菊竹 さん と同 じ,久留米 の出身だそ

うだ。

10年余 り前,渋谷駅南 口前の彼の経営する小料理屋へ行 った。彼 と奥 さんの

河崎弘子 さんがあいさつ した。 その結婚 は,昔有名 であった。河崎 弘子 さん ,

昔の美貌ではなか った。数年後亡 くな られた。

こういう,雑誌 の再版 というのは,原稿料 を払 うのだ ろうか,と ,ふ と思 っ

た。 もっとも大半の筆者 は故人であるが。

*     *     *

「縞」の前号 に,「 あの頃」で私が落 ち込んでいる頃 の ことを書いた。 つけ加

えると,武基雄先生 に「お前,いつ までホープだ」 といわれた,こ れには参 っ

た。「あの頃」 について,「 申訳 けな くも共感 と励 ましを うけました」 と良心的

な方々の便 りをもらった。

(岩波の「図書」か,「新潮 45」 だ ったか ?)

早稲田英文の 日夏 i秋之介教授,仏文新任の新庄嘉章 をよんで,藩札教授 にな

るな,と 。藩札 とは藩で発行する,他藩では通用 しない。新庄教授 ,見事期待

に応 えた。

*     *     *

文禄・ 慶長の役,秀吉軍の進撃 はいかにも早い。

(「 新潮 45」 91年連載 ,金声翰 )に よれば,朝鮮 は 200年続いた平和 のため ,

戦争 は考 えてな く,鉄砲 は狩猟用で,戦争 は弓矢だったためである。

しか し,海軍 は,鉄板でおおった船 (亀 甲船)に大砲 をつんでいて,強力だ

ったのである。 これは和寇のためであった。

雲仙の熔岩 ドーム。domeは字引 によれば,丸屋根 ,丸天丼 とある。外側が球

殻で,内 はカラが ドームである。熔岩塊 というべ きではないか。



あ とが き

段 々 と,「縞」 も寄稿が多 くなって きた, この号か ら,

「著」でな く「編著」 に した。

今年 は,あわただ しい一年であった,「縞」も 3冊であ

る。

リハ ビリに水泳が良 い という,こ の ところ,ほ とん ど

毎 日,都ホテルのプールで泳いでいる。

10年位前,安東君,今更 ゴル フで もない しと,か け足

となわ とびをはじめた。続 けているか と聞いた ら,ばか

ばか しいのでやめた, と。 当時,私は学生 とよく泳 ぎに

行 っていた。彼,お前,若い時 に水泳や っていてよか っ

たな, と。そう思 っている。

-1991.9.5-
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